
イベント開催「おちゃわんダフルMUSIC PARTY」
まちづくりイベントとの連携×若者×交流×音楽

基本コース 山形大学農学部重音楽研究会

令和５年度鶴岡市市民まちづくり活動促進事業
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０．山形大学農学部重音楽研究会について
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山形大学農学部の音楽サークル。
バンド演奏やライブ活動を行い、音楽を楽しむこと。
また、音楽を通して地域と学生の交流を深めることを
活動目的としている。



１．取り組みの背景・事業目的
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【実施背景】
・本サークルの目的の一つである音楽を通して地域交流することが、
ここ数年間その機会を得られずにいた。
・鶴岡市内各所にて音楽を取り入れたまちづくり・地域活性化イベントが
開催されており、音楽好きな市民が多数集まり盛り上がりを見せている。

「おちゃわんダフルMUSIC PARTY」と銘打った音楽イベントを企画・主催
する計画を立てた。
当学学生のみならず、鶴岡市内の音楽・ダンスアーティストも多数出演
することを目指した。



１．取り組みの背景・事業目的
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【ツルオカクエストについて】
・ツルオカクロージングストア主催のイベント。
・昨年初めて開催。今回、第2回目の開催。
・音楽イベントや、冒険に見立てて鶴岡市内各所を巡るスタンプラリー。
参加店舗やエリアの活性化に大きく貢献している。
・令和5年度は9月30日～11月12日まで開催。



１．取り組みの背景・事業目的
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【事業目的】
①両イベントへの出演や開催サポートをしあうことにより学生と地域に
新たな交流が生まれる。

②両イベントがさらに盛況となることで出店舗の経済的効果や出演
アーティストの認知度アップ等の波及効果が生じる。

③大学生とまちづくり先達者、地域住民の交流から鶴岡市における
新たなまちづくりスタイルが生まれる可能性がある。



２．実施状況（①ツルオカクエストの手伝い）
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【実施内容】
・ツルオカクエストで使用するスタンプを
山形大学農場産の果樹剪定枝で手作り。
・ツルオカクエストのダンスイベントで音響を担当



２．実施状況（②おちゃわんダフルMUSIC PARTY）
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【実施内容】
・山形大学学生、鶴岡市内アーティストらによる
ステージ発表
・「農業・農作業」をキーワードとした
ファッションショー
・来場者の増加を期待し、庄内に縁のある
プロミュージシャンを招聘

【実施費用】
・ステージ部材 約10,000円
・プロミュージシャン招聘 85,000円



２．実施状況（③広報活動）
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【実施内容】
・同日開催の山形大学農場フェスティバルの
ポスターに掲載

・ツルオカクエストのスタンプラリー台紙付きの
地域活性パンフレットに掲載

・重音学研究会、ツルオカクエスト、
出演アーティスト等からのSNS等を用いた
開催告知。特に招聘したプロミュージシャン
からの情報拡散（ラジオでの宣伝、SNS告知）あり。



３．事業の成果と今後の課題

9

【事業の成果】
〇両イベントがさらに盛況となるようお互いが尽力
⇒出店店舗の経済的効果や出演アーティストの認知度アップ等への波及効果

〇お互いのイベントの出演や運営サポートをしあう
⇒学生と地域に新たな交流が生まれ、鶴岡市における新たなまちづくりスタイルが
生まれた

【今後の課題】

交流を続けていくことが大事
⇒まず、アフタームービーの鑑賞会（ツルオカクエスト主催）が鶴岡まちなかキネマにて
開催される予定（開催日未定）のため、その企画・準備・運営に参加する。
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